
「Society5.0時代に向けたAI・データサイエンス応用教育プログラム」 自己点検・評価

本教育プログラムは1年次から3年次までの複数科目で構成しており、令和5年度末から修了者を出していく計画である。

プログラム運用2年目を終えて、今年度実施した情報工学科13科目、情報コミュニケーション9科目に自己点検・評価した結果
を下表に示す。

自己点検・評価の視点 評価理由

１．プログラムの履修・修得
状況

⚫ 2022年度から本教育プログラムを履修開始した1年次生は、情報学部全体で94％であり、非常に良好

な状況であった。

⚫ 本教育プログラムは1年次から3年次までの複数科目で構成しており、令和5年度末から修了者を出して

いく計画である。今年度実施した科目数は、情報工学科13科目、情報コミュニケーション9科目で、各科

目の平均修得率は90％であり、概ね良好な状態である。

２．学修成果

⚫ 本教育プログラムは令和5年度から修了者を出していく計画であるため、本教育プログラム全体を通し

た学修成果は現時点では評価できない。令和5年度末には本教育プログラムに対する学生アンケート調

査等を実施し、自己点検・評価していく計画である。

⚫ 本教育プログラムを構成する各科目の学修成果は、ミニッツペーパーや成績評価、学生アンケート調査等

で確認しながら進めており、これらの評価結果を元に改善を図っている。

３．学生アンケート等を通じ
た学生の内容の理解度

⚫ 今年度実施した科目全体で受講者の75％からアンケートの回答を得た結果、各科目の到達目標を達成

したかどうかの問いに対し、「ほぼ達成した」と回答した学生が44％、「ある程度達成した」と回答した学

生を含めると90％と、非常に高い割合となった。

⚫ 来年度は、到達目標の達成度が相対的に低かった科目において学習状況が順調でないと思われる学生

を早期に抽出し、学習支援を充実化していく計画である。

４．学生アンケート等を通じ
た後輩等他の学生への
推奨度

⚫ 本教育プログラムが学生にとって有意義であったかどうかは、本教育プログラムが修了する令和5年度

より学生アンケート調査で確認し、その結果を大学のホームページを通して公開していく計画である。将

来的には、修了者へのインタビュー記事や企業から見た本プログラムへの期待などを受講生に伝えてい

くことによって、有意義なプログラムとして認知される割合を高めていく計画である。



自己点検・評価の視点 評価理由

５．全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の
達成・進捗状況

⚫ 情報学部以外の学部（工学部、環境学部、生命学部）でも、モデルカリキュラムにおける「コア学修項目」を

取り扱う選択科目「AI・データサイエンス応用」を開講できるように準備を終えた。

６．教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

⚫ 本学が主催する企業懇談会（企業の幹部／採用担当者等と教員の懇談会）等の機会を活用して採用担当

者や卒業生にアンケート調査を実施し、教育プログラム修了者の企業における活躍状況や、本教育プログ

ラムの学修効果等を把握していく計画である。

７．産業界からの視点を含
めた教育プログラム内
容・手法等への意見

⚫ 上の項目と同様に、企業懇談会等の機会を活用してアンケート調査を実施し、教育プログラムの講義内

容や実データを活用した演習等の手法について意見・要望を収集し、プログラムの改善に活用していく計

画である。

⚫ 広島県と連携し、本教育プログラムの動画教材を企業の方々にオンデマンドで受講頂けるように準備を

進めた。今後、企業側からのフィードバックが入りやすくなる工夫を施している。

８．数理・データサイエンス・
AIを「学ぶ楽しさ」「学ぶ
ことの意義」を理解させ
ること

⚫ 座学だけでなく、AI・データサイエンスの活用体験を取り入れ、それらの必要性や意義、適用領域を学生

が説明できるようになることを学習目標に進めている。

⚫ 将来的には、AI・データサイエンス人材育成を目的とした企業インターンシップを設計し、学ぶことの意義

をさらに高いレベルで実感できるように発展させていく計画である。

９．内容・水準を維持・向上し
つつ、より「分かりやす
い」授業とすること

⚫ 学生アンケート調査の結果や担当教員から見た学生の反応等の情報に基づき、学生の「分かりやすさ」の

観点から講義の内容・実施方法の見直しを行っている。

⚫ 授業が全て終了した後のアンケート調査以外に、途中段階でミニッツペーパーや確認テストを実施するこ

とで、学生の理解度が低い部分をタイムリーにサポートしている。


